
 

協
定
校
か
ら
62
名
の
留
学
生
が
来
日
し
、

日
本
語
と
日
本
文
化
を
学
び
ま
し
た
。
英
語

に
よ
る
日
本
文
化
の
講
義
の
後
、
京
都

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
へ
行
き
ま
し
た
。
友

禅
染
体
験
や
金
閣
寺
・
清
水
寺
を
拝
観
し
、

京
都
で
日
本
文
化
を
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
能
楽
部
、
弓
道
部
、
相
撲
部
の
皆

さ
ん
と
書
道
、
華
道
の
先
生
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
学
内
で
も
日
本
文
化
が
体
験
で
き

て
、
学
生
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。 

 

最
終
日
に
は
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
を
実
施
。

学
生
た
ち
は
、
３
週
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
、
一
生
懸
命
日
本
語
を
学
び
、
日

本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

の
会
話
の
中
で
積
極
的
に
日
本
語
を
使
っ
て

い
ま
し
た
。 

  
内
投
票
で
１
位
に
な
っ
た
と
き
は
、
な
お
さ
ら
そ
の
上
達
度

合
い
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
自
身
も
刺
激
を
受
け
た
忘

れ
ら
れ
な
い
３
週
間
と
な
り
ま
し
た
。 

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
通
信 

第２５号 

 

韓
国
で
は
、
工
学
部
で
航
空
機
の
設
計
を
勉
強
し
て

い
ま
す
。
今
、
週
２
回
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
っ
て
、

理
工
学
部
の
「
力
学 

」
「
線
形
代
数
」
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
「
デ
ジ
タ
ル
通
信
」
の
授
業
を
履
修
し
て
い

ま
す
。
内
容
は
韓
国
で
勉
強
し
て
い
る
分
野
な
の
で
、

問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
英
語
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
と
て
も
難
し
い
で
す
。
特
に
そ
の
こ
と

ば
を
自
分
で
書
く
時
に
は
、
促
音
や
長
音
の
有
無
や
位

置
が
わ
か
ら
な
く
て
大
変
で
す
。 

 

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
一
般
授
業
を
履
修
し
て
い
る
交

換
留
学
生
は
、
今
学
期
は
私
一
人
だ
け
で
す
。
ま
だ
、

知
り
合
い
も
い
な
い
の
で
、
そ
れ
が
さ
び
し
い
で
す
。

月
曜
日
と
木
曜
日
に
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
私
を
見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。 

 

日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
の
感
想 

佐
分
利 

啓
和
さ
ん
（
文
学
部
） 

<みんなでユニバーサル・スタジオ・ジャパンへ行きました> 

<

弓
道
体
験> 

 

以
前
よ
り
日
本
語
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
は
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
活
動
す
る

の
は
初
め
て
で
し
た
。
私
は
初

級
ク
ラ
ス
を
担
当
し
た
の
で
、

初
め
は
留
学
生
と
の
会
話
が
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
授
業
内
外
で
日
本
語
を

使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
る
と
、
日
を
重
ね

る
に
つ
れ
、
彼
ら
の
日
本
語
力

は
ど
ん
ど
ん
上
達
し
ま
し
た
。

担
当
し
た
留
学
生
の
１
人
が
、

最
終
ス
ピ
ー
チ
発
表
の
ク
ラ
ス 

<フィールドトリップの京都清水寺（右：佐分利さん）> 

２０１６年２月１０日（水）～２月２５日（木） 

 

日
本
語
と
日
本

文
化
を
学
ぶ
約
３

週
間
の
短
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
２
０

１
１
年
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。 

学
力
や
知
識
量
、
そ
し
て
覚
悟
に
も
感
心
さ
せ
ら
れ
、
自
分
も
負
け

て
は
い
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

先
生
は
「
日
本
人
の
Ｌ
Ａ
と
留
学
生
が
、
就
職
活
動
の
際
に
頑
張

り
合
う
仲
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
回
を

重
ね
る
ご
と
に
議
論
も
白
熱
し
、
授
業
外
で
も
就
職
活
動
な
ど
に
つ

い
て
話
す
こ
と
が
増
え
て
い
る
の
で
、
切
磋
琢
磨
し
、
よ
り
良
い
授

業
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｌ
Ａ
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

青
木
萌
夏
さ
ん
（
国
際
学
部
） 

日
本
語
学
習
コ
ー
ス
（
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
Ｂ
） 

イ センホさん 
（韓国、建国大学 
からの交換留学生） 

 

私
は
、
日
本
で
の
就
職
を
目
指
す

留
学
生
の
た
め
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
日
本

語
Ｂ
」
と
い
う
授
業
で
Ｌ
Ａ
を
し
て

い
ま
す
。
業
務
内
容
は
、
就
職
活
動

対
策
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
発
表
に
、
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と

し
て
参
加
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

私
に
と
っ
て
こ
の
授
業
は
、
学
び
の

場
で
あ
り
、
向
上
心
を
高
め
ら
れ
る

場
で
す
。
自
身
の
就
職
活
動
に
も
役

立
つ
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

母
国
を
離
れ
て
本
学
に
進
学
し
、
就

職
を
目
指
す
留
学
生
の
皆
さ
ん
の
語 

新任教員紹介 

 

４
月
に
着
任
し
ま
し
た
藤
原

由
紀
子
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
札

幌
や
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
カ

イ
ロ
な
ど
、
寒
い
所
か
ら
暑
い

所
、
湿
っ
た
所
か
ら
乾
燥
し
た

所
ま
で
、
国
内
外
の
様
々
な
町

で
日
本
語
を
教
え
て
き
ま
し
た
。

先
日
、
改
め
て
数
え
て
み
る
と
、

日
本
語
教
育
に
本
格
的
に
携
わ 

藤
原 

由
紀
子
先
生 

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
既
に
11
回
も
引
っ
越
し
を
し
て
い
ま

し
た
。
関
西
に
住
む
の
は
、
学
部
生
の
と
き
以
来
で
、
大
好
き

な
関
西
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

日
本
語
教
育
の
現
場
は
、
気
づ
き
や
驚
き
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

使
え
る
言
葉
や
表
現
が
限
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し

っ
か
り
と
こ
ち
ら
の
心
に
響
い
て
く
る
、
素
朴
だ
け
れ
ど
温
か

い
学
習
者
の
日
本
語
に
触
れ
、
日
々
の
自
分
の
言
葉
遣
い
や
誰

か
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
反
省
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
新
た
な
気
づ
き
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

Ⅱ 

<右：青木さん> 



 

２
月
６
日
に
、
西
宮
市
国
際
交
流
協
会
主
催

「
に
し
の
み
や
留
学
生
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
大

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
、
交
換

学
生
４
名
、
学
部
留
学
生
２
名
が
参
加
し
、
韓 

遠
会
さ
ん
（
総
合
政
策
学
部
の
現
２
年
生
）
の

「
あ
り
が
と 

日
本
」
が
優
秀
賞
、
ツ
ァ
イ 

リ
リ
ア
ン 

ジ
ュ
イ
ー
イ
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
、
ウ

エ
ス
タ
ン
・
オ
ン
タ
リ
オ
大
学
キ
ン
グ
ス
校
か

ら
の
交
換
学
生
）
の
「
心
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
が
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 
本
学
か
ら
の
参
加
者
は
全
員
、
授
業
外
で
ス

ピ
ー
チ
原
稿
を
書
き
、
日
本
語
教
員
と
一
緒
に

ス
ピ
ー
チ
の
練
習
を
し
た
上
で
、
ス
ピ
ー
チ
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。
友
人
や
親
族
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
職
員
、
日
本
語
教
員

も
応
援
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。
み
ん
な
、
と
て

も
堂
々
と
し
た
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
。 

 

ス
ピ
ー
チ
大
会
終
了
後
の
、
達
成
感
に
満
ち

溢
れ
た
み
ん
な
の
表
情
。
受
賞
し
た
２
名
だ
け

で
な
く
、
参
加
し
た
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
と

て
も
良
い
経
験
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

   

２
０
０
５
年
秋
～
２
０
０
６
年
春
の
交
換
学
生
、
ウ
ェ

ニ
ー
さ
ん
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
サ
テ
ィ
ヤ
・
ワ
チ
ャ

ナ
・
キ
リ
ス
ト
教
大
学
）
と
、
２
０
０
６
年
春
～
２
０

０
６
年
秋
の
交
換
学
生
の
ゲ
オ
ル
グ
さ
ん
（
ド
イ
ツ
、

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
大
学
）
が
、
約
10
年
ぶ
り
に
関
学
ま

で
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
二
人
は
関
学
で
出
会
い
、

そ
の
後
結
婚
！
今
は
ド
イ
ツ
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

 

今
は
Ｇ
号
館
の
２
階
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
10
年
前
は
時
計
台
の
１
階
で
し
た
。
事
務

室
も
学
生
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
１
階
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
久
し
ぶ
り
に
来
た
関
学
で
す
が
、
知
っ
て

い
る
教
職
員
に
会
え
ず
、
が
っ
か
り
し
て
帰
ろ
う
と
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
関
学
グ
ッ
ズ
だ
け
で
も
買
お
う
と

立
ち
寄
っ
た
生
協
で
、
当
時
日
本
語
授
業
を
担
当
し
て

い
た
阿
部
美
恵
子
先
生
に
バ
ッ
タ
リ
！
お
互
い
が
生
協

に
立
ち
寄
る
時
間
が
ち
ょ
っ
と
で
も
ず
れ
て
い
た
ら…

。

奇
跡
の
よ
う
な
再
会
で
し
た
。
そ
の
後
、
Ｇ
号
館
に
移

動
し
、
阿
部
秀
夫
先
生
や
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
職
員
と
も
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   

発行人： 関西学院大学 日本語教育センター 
発行日： ２０１６年６月１日 

留学生と一般学生の交流を深める１週間。 
期間中は様々なイベントを企画しています！ 

<左から 阿部美恵子先生、ウェニーさん、ゲオルグさん、阿部秀夫先生> 

に
し
の
み
や
留
学
生
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
大
会 

発表者 スピーチのタイトル 

ベノア モルガン ノラ（リヨン第２大学） 「歌中毒」 

リ ルシア（マニトバ大学） 「どうして英語の先生になりた
い？」 

韓 遠会（総合政策学部１年生） 「ありがと 日本」 

李 融（社会学部１年生） 「出会い」 

ツァオ シューミン（トロント大学） 「紙の本に戻りましょう」 

ツァイ リリアン（ウエスタン（オンタリオ）
／キングス大学） 

「心でコミュニケーション」 

<

左
か
ら 
韓
さ
ん
、
リ
リ
ア
ン
さ
ん>

 

6月8日 (水) 13:30~15:00 

     場所：G号館 フジタ・グローバルラウンジ 

交換留学生が日本で見つけたCoolなものを日本語で紹介します！ 

6月10日 (金) 9:00~12:40 

     場所：中央講堂 

「日本語スピーチ発表会」 
初級から超上級の学生が日本についてスピーチをします！ 

★各国ランチフェアー：留学生の母国の食文化を体験してみよう！ 
                      BIG PAPA（生協後援） 

6月6日（月）～10日（金） 

交換留学生 成果物展示 
＠大学図書館入口ホール 
交換留学生が授業で作成した
成果物や興味を持ったテーマ
について書いた作文などを 

展示します！ 

★日本文化体験：留学生と共に体験しよう！ 
6月6日 （月）3時限   ：折り紙体験（七夕の装飾作り） 
6月7日 （火）3・4時限 ：縁日（夏祭り） 
6月9日 （木）4時限   ：映画鑑賞会 
6月10日（金）3時限   ：書道（団扇作り） 
6月10日（金）4時限   ：映画鑑賞会 
6月10日（金）17:15～  ：コーヒーアワー 


